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2023 年 10 月 31 日 

株式会社タケエイ 

 

株式会社タッグの株式取得(連結子会社化)に関するお知らせ 
 
 

当社は、本日付で株式会社タッグ（宮城県東松島市、以下「㈱タッグ」）について、同社の発行済

株式の 54.2%を取得して連結子会社化いたしましたので、以下のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１. ㈱タッグについて 

㈱タッグは、1999 年に創業して以来、北海道・東北６県を中心に、容器包装リサイクル法に則

ったプラスチック廃材の再商品化事業に取り組んでおります。また、東北地方で最大級のペット

ボトルリサイクル設備を保有しており、プラスチック廃材を再生原料化するだけでなく、新規性の

ある再生製品の開発・製造・販売を通して、資源循環社会の構築やリサイクル産業の創出に寄

与することを目指しています。 

 

ペットボトル選別の様子                     リサイクル製品（ボトル to ボトル） 

 

参照：㈱タッグホームページ  

 

２. 連結子会社化の理由 

長年に亘りプラスチックリサイクル事業に携わる㈱タッグが TRE ホールディングスグループに

加わることで、一般廃棄物を含む新たな取引・市場拡大を見込んでおります。具体的には、千葉

県市原市で進めている TRE環境複合事業構想（仮称）において、自治体からの一括回収された

廃プラスチックのリサイクル事業について取り組む計画であります。本件により、技術・ノウハウの

共有によるリサイクル技術の深化を推進してまいります。 

https://www.tag-recycle.co.jp/
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中長期的には、「地球の環境保全に貢献する。」を企業理念とする TRE ホールディングスグル

ープは、今後ニーズが見込まれる廃プラスチックの再商品化などのリサイクルメニューについて

も、本件によるシナジー効果を拡充することで、高度循環型社会ならびに脱炭素社会への一層

の貢献を目指してまいります。 

資源循環モデル 

 

３. ㈱タッグの概要 

（１） 名 称 株式会社タッグ 

（２） 本社所在地 宮城県東松島市川下字内響132番地17 

（３） 代表者 代表取締役 安藤 誠一郎 

（４） 主な事業内容 
一般廃棄物・産業廃棄物の収集運搬・中間処理・再生・最終処分業及び

プラスチック製品製造 

（５） 資 本 金 30百万円 

（６） 設立年月日 1999年7月26日 

（７） 大株主および 

（５） 持株比率 

株式会社タケエイ           54.2％ 

株式会社湯沢クリーンセンター   20.8％ 

個人株主２名              25.0％ 

※なお、当該会社は、当社の関連当事者には該当いたしません。また、当該会社の関係者および関係会社は、当

社の関連当事者には該当いたしません。 

 

４. 日程 

（１）株式譲渡契約締結日 2023年10月30日 

（２）株式譲渡日 2023年10月31日 
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５. 今後の見通し 

本件が連結業績予想に与える影響は軽微であります。中長期的には上記（２．連結子会社化

の理由）にあるように、グループシナジーにより、連結業績の向上に貢献していくものと考えてお

ります。 

 

以上 


